ハンドマイク演説例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年５月１７日　　　　鳥取県西部地区委員会
　ご近所のみなさん、こんにちは。こちらは日本共産党（○○・後援会）です。この場をお借りしまして、政策の訴えをさせていただきます。

　みなさん。政府はとうとう、日本の経済が悪くなっていることを認めました。安倍首相は、「景気回復の温かい風が、全国に吹き始めた」などといっていましたが、どうやら、安倍さんの頭の中だけの「風」だったようです。そんなときに、消費税の１０％増税をやったら、経済も暮らしも大変なことになります。あと２か月後に迫った参議院選挙では、野党共闘と日本共産党の勝利で、増税のたくらみを安倍政権もろともふっ飛ばそうではありませんか。

　みなさん。いま安倍政権は、様々な国民のたたかいによって、あらゆる面で追い詰められているのではないでしょうか。消費税増税でも、沖縄の基地問題でも、原発でも、国民の大多数が、きびしい批判の声を上げています。政治を変える希望は大いにあると、私たちは考えています。

　希望の一つは、市民と野党の「本気の共闘」を、何としても実現することです。先の沖縄３区補欠選挙では、辺野古埋め立てストップで一つになった、「オール沖縄」が自民党に圧勝しました。いま、すべての参院一人区で、野党統一候補を擁立する作業が急ピッチで進んでいます。ここ鳥取・島根選挙区では、中林よし子さんを統一候補に押し上げ勝利するために、みなさん、ぜひ力をお貸しください。
　もう一つの希望は、日本の政治を大もとから変える展望をもっている、日本共産党の躍進です。たとえば、消費税に頼らない財源です。アベノミクスで大儲けしている大企業に、中小企業並みの税金を納めてもらうだけで４兆円。富裕層の株や証券取引への適正な課税で３兆円。十分にお釣りが来ますが、これをやれるのは、企業献金などと一切無縁の、共産党だからこそです。また、巨額のアメリカ製戦闘機を「爆買い」したり、米兵の犯罪に口が出せないなど、まるで植民地のような情けない政治を、根本から変えようと提案しているのも、日本共産党だけです。
　みなさん。大企業とアメリカ言いなり政治の転換をめざす、日本共産党をぜひ押し上げてください。
　いま本当に暮らしが大変です。日本共産党は、暮らしに希望がもてる３つの提案を呼びかけています。

　一つは、８時間働けばふつうに暮らせる社会ということです。最低賃金を１５００円に引き上げ、非正規労働者の正社員化をすすめる、介護・保育の職員給与を５万円上げるなどの提案です。二つ目は、暮らしを支える社会保障です。国保料（税）を公費１兆円の投入で抜本的に引き下げる、低所得者の介護負担の軽減や障害者の福祉・医療を無料にするなどです。

　三つ目に、お金の心配なく学び、子育てができる社会の実現です。大学授業料をすみやかに半減し、段階的に無償化する、義務教育は給食費を含めて無償化する、基準のゆるい保育でなく認可保育所を増やして待機児童を解消するなどの提案です。

　みなさん。これらの実現こそ、最も効果のある景気対策であり、日本経済の安定した成長をうながす道すじです。日本共産党とともに、暮らしに希望がもてる政治をめざしましょう。
　こうした希望、展望を語り合う日本共産党演説会を、６月２３日午後２時半より、鳥取市梨花ホールで開催します。志位和夫委員長、中林よし子元衆院議員がたっぷりと訴えます。ぜひ、おいでください。　２か月後に迫った参議院選挙で、何としても日本共産党を押し上げていただくことを改めてお願いして、この場をお借りしての訴えとさせていただきます。ご清聴ご協力、ありがとうございました。
